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1. まえがき 

電 力 系 統 は ， 3E+S （ Energy Security, Environmental 
Conservation, Economy + Safety）を基にその設計，構築，運

用，保守を行ってきている。この過程において，電力系統

解析技術は必須である。今まで多岐にわたる解析技術が進

展してきた。各解析技術の近年の成果はそれぞれにまとめ

られている。ここでは，特に，歴史的視点に立って解析技

術をまとめることを目標に電気学会の基礎・材料・共通部

門（A 部門）の電気技術史技術員会の下に「電力系統解析

技術の歴史調査専門委員会（2014.11.01~2017.10.31）を立ち

上げた。この報告書はその成果をまとめたものである。 
電力系統解析技術は，電力系統の設計，構築，運用，保

守の項目の内，系統計画，系統運用に関するものが非常に

多い。これを中心に歴史的にまとめることを主眼とした。

このことに関して，古くは，関根泰次著「電力系統解析理

論」（昭和 46 年，電気書院）(1) に下表のようにまとめられ

ている。ここで示された項目は，直接解析にあたる項目も

あるが，いわゆる大項目的であることも注意すべきである。

当時は電力系統拡充期であり，現在とはその状況が異なっ

ている点もあり，修正・追加すべき項目があると考えるが，

このことに関しては別の調査研究が必要であろう。しかし，

基本的には現在も同じであろう。 
 

表 1.1 解析技術のまとめ 

Table 1.1. Summary of analysis technique 

計画 運用 
⚫ 負荷需要の分析と予測 

⚫ 電力系統の供給信頼度 

⚫ 発電計画 

⚫ 発電設備の拡充 

⚫ 電力系統の構成と送配電設

備の拡充 

⚫ 電力系統の連系 

⚫ 電力系統の短絡容量 

⚫ 系統構成要素の限界容量 

⚫ 水火力系統の短期・長期経

済運用 

⚫ 火力発電の起動停止 

⚫ 電力系統の連系運用（広域

運用） 

⚫ 電力系統の周波数・電圧・

電力潮流制御 

⚫ 電力系統の事故時系統保護

対策 

 
さて，これらの技術の変遷には，あるきっかけがある。

それは，以下のようにまとめられると考えた。 
✓ いわゆる IT におけるハードウェアの発展 

✓ 同上に伴うソフトウェアの発展 

✓ 数学的理論，物理的理論の発展 

✓ 電力系統に関わる変化や事故 

✓ 電力機器の発展（例えば，パワーエレクトロニクス技

術など） 

✓ 以上の様な項目が新しい技術進歩を生んだこと 

 等が考えられる。 
解析技術は広範囲である。この調査専門委員会は，具体

的な項目として，系統解析シミュレータ（訓練シミュレー

タを含む），潮流計算にかかわる項目，同期の安定性，需給・

周波数に関わる項目，負荷に関わる項目，系統保護と安定

化制御に関わる項目，信頼度に関わる項目，さらに再生可

能エネルギー利用や，電力自由化に関わる項目等，新たな

課題と今後の展望を含め、調査を行うこととした。解析技

術全てを網羅したものではないが，重要項目を取り上げた

と考えている。 
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